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第53回新潟化学療法研究会 た結果，血｢|!淡度が間めだつため減l,tした癖例を

報告する.1DMを行った結果,PZFXは透析毎に

5"mg投与でl ･分と考えられ，透析により30~

50％除去され, 11M水の移行' |;は良好でアルブミン，

グロブリン製剤と尿毒症物WIにより蛍lそ11i'i合が大

きく変動する可能性が考えられた．

1l1液透析悠者におけるしボフロキサシン

(LVFX)投与1,tは初呵500mg,その後は透析終了

後に250mg投Igi.が可能であり, il1vilroにおける

蛍I']結合率は26～36％と報i1iされている．一方，

1ll液透析患者におけるLVFXの蛍白結合率がどの

稗度であるかの報告はない．我々はⅡi1液透析濾過

鯉:荷のパズフロキサシン投'j･例でパズフロキサシ

ンの蛍白結合率が大きく変肋した症例を鞭告して

いる．そのため低アルブミンとなりやすい1m液透

析他者では蛋F1結合率が腎機能正術忠者とは大き

く災なる可能性が考えられる．そこで血液透析患

者におけるLVFXの蛋白結合卒を検討し，併せて

LVFXの蛋白結合率についてj,§礎的検討･を行った

ので報告する．

1m浦中LWⅨ濃度測定はl,'ilNI抽出法をlllいて，

HPLC法にて測定した． また限外濾過法により蛍

''1結合率を測定した． またjifli腱検討としてヒト1l1

i,ii, ヒトアルブミン， ヒトグロブリンなどを用い

て限外濾過法により蛋白結合率に及ぼす影稗など

を検討した． 1il液透析忠背におけるLVFX蛍白結

合率は30～40％を示し，卿i腱的検討でも平均蛋

白結合率は36．5％であった． また，アルブミンと

グロブリン濃度の低下に伴い蛍白結合率の低|ざを

認めた．

低アルブミン傾向であるlil液透析忠尚において

も坂口結合率は大きな変動を認めなかった． また，

LVFXもパズフロキサシンと同様にアルブミンだ

けでなくク．ロブリンとも結合するjlfが7パされた．
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l 稀少な菌種による非結核性抗酸菌症の2例
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新潟大学灰N崎:総合研究科

呼吸器感染樅内科

わがIEIにおけるllili非結核性抗酸閑症のうち，

Mycobaderiumaviumcompﾉex(MACﾉ,My(､0-

bacleriI"nkansas〃が原因閑の人半を占めるが，

近ｲド, IWMIml定法の進歩もあり，それ以外の'抑I

による肺感染症に遡遇する機会がjWえている． こ

れらのlfif!nの場合，発症頻度は柿ではあるが，冶

療指針が定まっていないため，沿旅|＃l始のタイミ

ング，薬尚'lの選択と使川量，流療期|H1など， 』 'l断

に迷う場面も多い．

今l'il,比較的稀な菌種であるMabsces§"sと

Ms""Igr'iによる肺疾忠をそれぞれ1例ずつ経験

したため， ここに報i!了する．

血液透析患者におけるパズフロキサシン

(PZFX)のTDNIを行ったl症例とレポフ

ロキサシン(LVFX)の蛋白結合率の検討
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血液透析患者においてパズフロキサシン

(PZFX)を1,000mg透析毎に役jj･しTDMをil:-,


